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概要 

現在様々な組織において，クラウドサービスの導入と活用が行われているが，その運用

をめぐっては，既定の設定を採用することによって問題となりうることが指摘されている。

本発表においては，日本大学文理学部において 2017年度より本格的な運用を開始したマイ

クロソフト社の提供するクラウドサービスである Office365に関して，準備段階及び運用開

始後，これまでに提起された課題について報告する。 

 

1  はじめに 

1.1 Live＠EDUC 

現在マイクロソフト社（以降MSとする）の提

供する Office365 と呼ばれているクラウドサービ

スは,以前には Live＠EDUC と呼ばれていた時期

があるが,2012 年に日本大学文理学部（以降本学

とする）のマイクトロソフト社担当者から，導入

の打診があった。 

学内で検討した結果，設定等の費用を無償（MS

の負担）とし，Office のダウンロード権のないプ

ログラムであれば一切の費用負担がないという条

件もあったため，まずは検証目的でサービスを導

入するということとなった。但し，メールについ

てはすでに稼働しているシステムがあったため，

メールのみ利用不可とする設定を行い，一部の教

職員および学生による検証を実施してきた。 

2  Office365 

2016 年夏に教育用システムにおけるサーバリ

プレースの検討を実施する際に，これまでオンプ

レミス環境で提供してきたメールやファイルサー

ビスについて，ノンストップサービスやコスト削

減要求をふまえ，Office365の導入を決定した。 

そして利用するサービスについては，メール

（Outlook），Onedrive，Sharepoint とし，他のサー

ビスについては，当面利用不可とする基本方針を

採用した。そして既存サービスの利用者も考慮し，

サービス提供開始は，2017年度からとした。 

 

2.1 Web版 Outlookメール 

メールサービスについては，既存のメールサー

ビスとの並行運用の必要性も考慮し，独自ドメイ

ンの追加を実施し，認証については本学教育用シ

ステムの Active Directoryサーバと一元化するため

に AzureADConnectによる同期を行うこととした。 

さらに既定の設定では，ユーザの検索や一覧表

示からの宛先選択の機能が有効となっているが，

これらについては，無効化を実施した。これは既

存のメールサービスの運用に関しても，メールア

ドレスの一部は乱数を採用しており，類推を避け

るようにしてきたポリシーを踏襲したものである。 

また利用方法についても既存のメールサービ

スが Web メールであることから，Web 版 Outlook

メールを推奨することとして，ポータルサイトに

リンクを設定した。 

 

2.2 Onedrive 

有効利用も可能な「グループ」があり，初期画

面に大きなボタンも配置されている。しかしなが

ら，本学の教育用システムにおいては，Windows

のドメイン環境を提供しているが，クライアント

についてはWindows 7のため，Onedriveへのアク

セスについては，エクスプローラー経由ではなく

OfficeもしくはＷebから行うこととした。 

 

2.3  Sharepoint 

Sharepoint を利用したサードパーティ製サービ



スとして，スマートフォンや PC からのファイル

共有や資料作成を簡便に行い，クリッカーとして

の機能ももつ内田洋行製 MOVARIを採用し，一部

のゼミでの検証から始めることとした。 

3運用開始以降 

2017年度の運用開始時には，初年次教育科目で

あるコンピュータ・情報リテラシーの授業におい

て，メールサービスとしての Outlook や Onedrive

等の利用方法について案内を行った。また既存サ

ービス利用者向けには，ログイン後の初期画面や

コンピュータセンターHP等で告知を実施した。 

特に大きな問題はなく順調に利用が拡大して

いったかのように思えたが，導入開始から３か月

時点でいくつかの問題が発覚した。 

 

3.1 グループ 

準備段階で初期画面から削除し無効化してい

たと思っていた「グループ」について，実は，

Office365のサービス更新等によりOnedriveを始め

とした他のサービスの画面からグループの新規作

成ができるようになっているということが判明し

た。またグループの新規作成時の公開設定が，既

定で「パブリック」となっているため，組織内の

アカウント所持者全員から参照可能な状態となる。

さらにグループの作成者のみが公開設定を「プラ

イベート」（グループ参加者のみが参照可能な状態

である）に変更することが可能であり，Office365

管理者権限でも設定の変更ができないのである。 

調査の結果，ある学科配当の初年次教育科目の

受講者数名が参加したグループが確認され，パブ

リック設定となっていた。内容を確認したところ，

授業で使用するシラバスが置かれていただけであ

ったため，大きな問題とはしなかったが，グルー

プを作成した学生に設定の変更を依頼した。 

その後，あらためてテナント全体でグループの

新規作成を無効化する設定を実施したが，作成済

みのグループが自動で削除されることはなかった。 

 

3.2  Stream 

準備段階において，Video のサービスについて

無効化してあったが。後継のサービスである

Stream が全ユーザ向けに有効となっている状況が

グループ機能の調査時点で判明した。初期画面に

利用をうながす表示がされた状態となっており，

急遽，無効化の設定を実施した。 

4 おわりに 

本学におけるクラウドサービスの採用は，これ

までのオンプレミス環境の導入・維持・運用にか

かるコスト削減が大きな要因の一つであった。特

にメールやクラウドストレージとしてのファイル

サービス，新たなサービスが追加費用なく利用で

きることは，予算圧縮を実現しつつ ICT環境の拡

充という，ともすると相反する目標を実現するた

めには，考慮せざるをえないというよりも最初に

選択すべきものであるように思える。 

しかしながら，新たなサービスの利用開始の時

期や範囲が選択できない現状は，望ましいとは思

えない。また，今回提起された「グループ」に関

して，規定値等の仕様については，早急に改善す

べきであるように思われる。 

2017年 9月のMSからの発表では，3月に Office 

365 の法人ユーザを対象に提供を開始している

「Teams」に Azure ADアカウントを保持していれ

ば誰でも，ゲストとして参加できるようになった

とし，今後 Microsoftアカウント保持者についても

参加可能になるという。 

これは，既定の設定が，「組織内」であれば問

題はないという理解のままに，すべてのサービス

を利用可能にしていると，たとえば法的に問題と

なりうるコンテンツや，組織内に限定すべき情報

が流出や拡散のポイントにならないかという危惧

を持たざるを得ない。 

クラウドサービスは，有効活用できる機能も

多々あるが，教育機関として採用し，運用する場

合には，導入時点だけでなく，その後も慎重に運

用を行う必要性を実感した。 

また，導入後の活用事例だけではなく，既定の

状態から変更すべき点や，様々な問題への対応事

例等について，情報共有の必要性を感じ，それら

をふまえたサービスや設定の改善要求を開発元

（今回の事例であれば MS）に対して，行うべき

であるように思われる。 
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